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窓外に落花悪雨の柔い響きを聞きながら、本年も漸 く論叢刈【号の最終原稿をとσま

とめるに至り、安堵の一息をっいています。もとより、幾多の師友先輩の暖 く勿体な

い御支えと御励ましに守 られての共同の営みであることを覚念させられた一年でもあ

りました。il

こうして備えられた器の中に、.日頃の思索と研鑛 を盛 り込むべく奮励努力された執 _

筆者諸兄の労に感謝する.と共に、更に、その内実そのものが語り出す饗宴の場 として
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論叢が用いられれば、ら編集子達の望外の幸であります。 ＼

、廻号に至る年輸の厚みを癖得しつつ、思索の深みをいささかなりとも惚せヒせず∵

単独にして共甲9)歩みを歩み抜いて参 りたいと思います・
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